






















































































































表2 将来 身に付けたい能力 年代別 (複数回答)(名)
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個人対象への対応指導能力 5 16 10 2
個人指導技術 6 ll 5
自己の受容力拡大 7 20 10 1
発想転換能力 6 23 12
講演時の表現力スキルアップ 5 20 13 2
表3 将来 身に付けたい能力 職業別 (複数回答)(名)
個人対象への対応指導能力 10 7 4 2
個人指導技術 8 3 5 -
自己の受容力拡大 12 8 6 3
発想転換能力 9 10 8 2
































も小 ･中 ･高校生の複数又はい ずれかが多いので､支援
者の能力やスキルも対象や環境に合わせ､向上していく
必要性が確認された｡よって､次のステップとして､実
際にその因子を含め､新しい方法を研修計画にとりいれ
るための探求や研究､幅広い調査を進めたい ｡
今後､研修内容にこれらの能力養成に必要な様々な手
- 74 -
法を取 り入れながら研修を実施し､その評価を直接的に､
また､継続的に研修計画に取り入れたい｡思春期支援を
必要としている対象の母性 ･父性育成を促進していく支
援者に､より効果的な実践 ･支援のスキルアップの研修
計画を実施､その後も支援をしていきたい｡その後､若
い年代の実践支援者が育成され､より効果的な思春期対
象への支援が行われ､その年代の対象がいずれ妊娠して
子育てを始める豊かな完成を持ったおとなへと無事成長
していける可能性に向けて､支援 ･実践力を備え､活動
のコアとして機能することができるような支援研修企画
を進めて行きたい｡
